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1.  平成25年1月期第1四半期の連結業績（平成24年2月1日～平成24年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年1月期第1四半期 275 △2.4 △71 ― 432 ― 431 ―
24年1月期第1四半期 282 △45.4 △215 ― △219 ― △145 ―

（注）包括利益 25年1月期第1四半期 434百万円 （―％） 24年1月期第1四半期 △147百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年1月期第1四半期 44.54 ―
24年1月期第1四半期 △14.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年1月期第1四半期 10,187 2,914 28.6
24年1月期 9,732 2,577 26.5
（参考） 自己資本   25年1月期第1四半期  2,914百万円 24年1月期  2,577百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年1月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
25年1月期 ―
25年1月期（予想） 0.00 ― 10.00 10.00

3.  平成25年1月期の連結業績予想（平成24年2月1日～平成25年1月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 710 0.4 △184 ― 13 ― 10 ― 0.95
通期 2,893 △39.9 216 △64.2 413 108.4 376 △9.2 33.93



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法にもとづく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
にもとづく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報にもとづき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年1月期1Q 11,096,000 株 24年1月期 11,096,000 株
② 期末自己株式数 25年1月期1Q 1,397,813 株 24年1月期 1,397,813 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年1月期1Q 9,698,187 株 24年1月期1Q 9,698,266 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響や国際金融情勢の変動により依然として厳

しい状況にあるなかで、各種の政策効果を背景とした持ち直し傾向が確かなものとなることが期待されています。 

当社に関連するエンタテインメント業界では、昨年発売された「ニンテンドー3DS」「PlayStation Vita」に加え

今年発売予定である新型ハード機「Wii U」の発売と、複数の有力タイトルの発売が予定されており、縮小傾向が続

いている家庭用ゲーム市場に明るい兆しが見えています。また、ソーシャルゲームやダウンロードコンテンツの隆盛

にともない、オンラインゲーム市場の拡大が継続しています。  

このような状況のもと、当社グループのデジタルコンテンツ事業におけるゲームソフト分野では、自社ソフトとし

て、ソーシャルゲーム市場向けに「わんこのじかん」（Mobage（モバゲー）用）を、平成24年２月より配信しており

ます。それに加え、平成23年10月より日米欧にてダウンロード販売を開始しました「REAL STEEL」（Xbox LIVE・

PlayStation Network用）が好調に推移し、収益強化に貢献しております。 

受託ソフトでは、主力商品であるアメリカの人気プロレス団体ＷＷＥ(World Wrestling Entertainment)をモデル

にした「WWE'12」（プレイステーション３・Ｘbox 360・Ｗｉｉ用）が平成23年11月に海外版、平成24年２月に国内

版が発売されています。また、総合格闘技団体Ｚｕｆｆａが開催するＵＦＣ（Ultimate Fighting Championship）を

モデルにした「UFC Undisputed 3」（プレイステーション３・Ｘbox 360用）が平成24年２月に海外版、平成24年３

月に国内版が発売されています。さらに、複数の新規案件に着手しております。 

  

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は 百万円（前年同期比２％減）でありますが、為替

差益が474百万円発生しており経常利益は 百万円（前年同期は経常損失219百万円）、第１四半期連結累計期間の

純利益は 百万円（前年同期は純損失145百万円）となりました。 

  

 なお、当社グループは、デジタルコンテンツ事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの業績の記載を省

略しております。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して454百万円増加し 百万円とな

りました。主な要因としては、現金及び預金の増加923百万円、仕掛品の増加290百万円、受取手形及び売掛金の減少

851百万円によるものであります。 

負債は、前連結会計年度末と比較して117百万円増加し 百万円となりました。主な要因としては、前受金の増

加228百万円によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末と比較して337百万円増加し 百万円となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、平成24年１月期決算短信（平成24年３月９日付公表）において発表いたしました

業績予想からの変更はありません。 

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報にもとづき判断した見通しであり、実際の業績等は、業況の変化等によ

り記載の予想数値と異なる場合があります。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動   

  該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用の計算  

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

  適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算項目

 や税額控除項目を考慮して税金費用を算定しております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

275

432

431

10,187

7,273

2,914

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年１月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,257,717 8,181,056

受取手形及び売掛金 1,084,505 233,279

仕掛品 606,690 897,217

その他 152,776 148,684

貸倒引当金 △99 △79

流動資産合計 9,101,590 9,460,158

固定資産   

有形固定資産 94,245 90,292

無形固定資産 11,112 10,299

投資その他の資産 525,666 626,849

固定資産合計 631,023 727,441

資産合計 9,732,614 10,187,600

負債の部   

流動負債   

買掛金 － 47

未払金 175,647 234,718

短期借入金 6,530,000 6,330,000

未払法人税等 7,614 －

前受金 262,584 490,697

賞与引当金 71,006 53,505

その他 3,236 56,903

流動負債合計 7,050,088 7,165,873

固定負債   

長期未払金 62,200 62,200

退職給付引当金 42,807 44,890

その他 250 250

固定負債合計 105,257 107,340

負債合計 7,155,345 7,273,213

純資産の部   

株主資本   

資本金 412,902 412,902

資本剰余金 423,708 423,708

利益剰余金 2,231,346 2,566,345

自己株式 △485,945 △485,945

株主資本合計 2,582,011 2,917,010

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △2,760 △1,933

為替換算調整勘定 △1,981 △690

その他の包括利益累計額合計 △4,742 △2,623

純資産合計 2,577,269 2,914,386

負債純資産合計 9,732,614 10,187,600
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年４月30日) 

売上高 282,430 275,669

売上原価 229,181 164,529

売上総利益 53,249 111,140

販売費及び一般管理費 269,030 182,145

営業損失（△） △215,781 △71,005

営業外収益   

受取利息 4,144 6,249

為替差益 － 474,897

その他 1,888 30,099

営業外収益合計 6,033 511,246

営業外費用   

支払利息 6,167 7,506

為替差損 3,753 －

営業外費用合計 9,921 7,506

経常利益又は経常損失（△） △219,669 432,735

特別利益   

貸倒引当金戻入額 168 －

償却債権取立益 282 －

特別利益合計 451 －

特別損失   

固定資産除却損 － 9

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,840 －

特別損失合計 15,840 9

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△235,058 432,725

法人税等 △90,011 744

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△145,046 431,980

四半期純利益又は四半期純損失（△） △145,046 431,980
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年４月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△145,046 431,980

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,819 827

為替換算調整勘定 29 1,291

その他の包括利益合計 △2,790 2,118

四半期包括利益 △147,836 434,099

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △147,836 434,099

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

   

   

〔セグメント情報〕 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年２月１日 至 平成23年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年２月１日 至 平成24年４月30日） 

当社グループの事業は、前連結会計年度末に興行事業を営む新日本プロレスリング株式会社の全株式を譲渡

したことにより、当第１四半期連結累計期間より、デジタルコンテンツ事業の単一セグメントとなったため、

記載を省略しております。 

   

該当事項はありません。 

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益 

計算書計上額（注） デジタルコンテ
ンツ事業 

興行事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  79,237  203,193  282,430  －  282,430

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 175  5,014  5,190  (5,190)  －

計  79,413  208,208  287,621  (5,190)  282,430

セグメント損失（△）  △194,005  △21,776  △215,781  －  △215,781

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

- 6 -


	平成25年1月期_第1四半期決算短信サマリー
	tan



